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1 はじめに

本稿では，われわれが開発した簡易テキストマイニ
ングシステム Simpleminer について紹介する．この
システムは，Windows上で簡便に動作する．自由記
述のアンケートデータの分析や，論文書誌情報・論文
タイトル情報からの動向分析に用いることができる．
一般的なテキストマイニングシステム [1]が持つ，単語
の頻度分析，クロス分析が可能である．そのうえ，情
報抽出表とソートグラフと呼ぶ，他のシステムにない
新規な技術を利用した分析も可能である．情報抽出表
は，データを分かりやすい表の形で整理して表示する
機能である．ソートグラフは，昔多かった傾向，最近
多くなった傾向を簡便につかむことができる機能であ
る．

2 インストール

Simpleminer は，Windowsに簡便にインストール
ができる．インストーラーが用意されてあり，それを
クリックすることで，図 1に示すようなインストール画
面が立ち上がる．ここで，「次へ」をクリックしてい
くことで簡単にインストールできる． Simpleminer を
起動すると，図 2に示すような画面が立ち上がる．

3 入力

入出力ファイルは csv形式 (カンマ区切りのデータ
形式)である．入力ファイルの例を図 3に示す．図の
ような入力ファイルを準備し，そのファイルを Sim-

pleminerにセットして，図 2の各種ボタンを押すこと
で様々な処理ができるようになっている．図 2中の「表
示」または「Excel」ボタンを押すと，それに該当する
ファイルを， Note Pad または，MS Word で開いて
表示できる．
入力データとして，言語処理学会論文誌「自然言語

図 1: インストール画面

図 2: Simpleminerの画面
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図 3: 入力の csv形式のファイルの例

処理」の 1巻から 10巻までの書誌情報を与えた．毎年
1巻ずつ出るので 10年分のデータである [2]．タイト
ルの部分を対象としてテキストマイニング処理を行っ
た．

4 単語集計

単語集計機能を使うと，図 4の結果を得る．どの単
語が何個の論文のタイトルに出現したかを示してい
る．図 4ではすべての品詞の単語を示した．これは，
図 2で，すべての品詞をチェックし，文字長の設定値も
0とし，ひら仮名語削除の機能のチェックを外して単
語集計の「再集計」ボタンを押して実行したものであ
る．図 4では分析に役立たない単語が多く出現してい
る． Simpleminer では分析に用いる単語を簡便に指定
することができる．ここでは，名詞のみを対象とし，
文字長も 2文字以上のもののみを対象とし，ひら仮名
語も不要として対象外として単語集計をしてみる．こ
れは，図 2のように設定させて，単語集計の「再集計」
ボタンを押して単語集計を実行する．そうすると，図
5の結果を得る．図 5は不要な単語が削除され見やすく
なる．単語集計機能により得られた図 5を見ることで，
データの大雑把な傾向をつかめる．日本語を対象とし

図 4: 単語集計の例

図 5: 名詞のみによる単語集計の例

た研究が多いことがわかる．また，翻訳の研究も比較
的多いことがわかる．ここでは名詞のみを取り出して
分析したが Simpleminerでは対象とする品詞を変更す
ることもできる．また，同義語辞書により，異なる単
語を同じ単語として扱ったり，削除辞書により集計対
象から単語を強制的に排除することもできる．単語へ
の分割と品詞の推定にはChaSenを利用している．

5 情報抽出表

次に情報抽出表の機能を示す (図 2の画面にはない
が，集計モードを切り替えると情報抽出表の処理画面
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図 6: 情報抽出表の例

が表示される．)．ここでは，「翻訳」という単語を
含む論文だけを対象に実行した．図 2の Focus terms

の欄に「翻訳」という単語を入力すると「翻訳」とい
う単語を含む論文だけを使った処理を実行できる．さ
らに，「機械」という単語をこの分析では不要である
のでそれは事前に分析から取り除く設定を行った．こ
の設定は，単語集計の「単語セット」に分析に利用す
る単語だけをセットするか，「同義語・削除辞書」に
「機械」を削除する単語として登録すると行える．こ
のようにして，情報抽出表の処理を行った．その結果
を図 6に示す．「翻訳」という単語を含む論文の中で出
現が大きかった単語の順に左から右に表示している．
また各論文タイトルの右側の欄にはその列の単語をタ
イトルに含んでいればその単語を表示している．論文
タイトルもソートしており，なるべく左側の単語を含
むタイトルの順に表示している．この表では各論文タ
イトルがどのような単語を含んでいるかを簡便に把握
することができる．図 6から，翻訳の研究には，システ
ムを対象とするもの，意味を特に扱っているもの，日
本語を対象とするものの三種類の研究アプローチが主
にあることがわかる．情報抽出表は，各データがどう
いった単語を含んでいるかを簡便な表の形で見るのに
役立つ．

6 クロス分析

次にクロス分析を実行した．クロス分析では二つの
事柄を指定して分析を行う．図 2で，「タイトル」と
「所属」でクロス分析を行う．クロス集計項目 1(横軸)

図 7: クロス分析の例
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図 8: 双対尺度法の結果

に「タイトル」，クロス集計項目 2(縦軸)に「所属」
を選択して，クロス集計の「再集計」ボタンを押す．
そうすると，図 7に示す結果が得られる．この図は，ど
の組織がどういう単語を含む論文を何件発表したかを
示す．図 7の結果に対して，双対尺度法 [3]を実行する
と，図 8の結果が得られる． Simpleminerには，双対
尺度法の機能は付いていない．双対尺度法の実行は，
上田データマイニング塾 (http://www.datamining.jp/)

から別途購入したツールを利用した．図 8から， ATR，
SHARPが翻訳の研究が多く，徳島大，慶応大が情報
抽出の研究が多いことがわかる．
テキストデータから数値データに落すことができれ

ば，上述の双対尺度法など，種々の数値解析手法が利
用できる． Simpleminer は，テキストデータから数値
データに変換するところで役立っていることになる．
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図 9: ソートグラフの例 (等高線の高さは件数を示す．
図中の各単語に付与した二つの数字は左が合計件数を
右が発表件数の巻数の平均を意味する (厳密な定義は本
文を参照のこと))

7 ソートグラフ

最後にソートグラフの機能を示す．これは片方が数
値である場合のクロス表のデータの分析に利用でき
る．図 2で，クロス集計項目 1(横軸)に「巻」，クロス
集計項目 2(縦軸)に「タイトル」を選択して，ソート
グラフの「再集計」ボタンを押して，ソートグラフを
作成する．作成したソートグラフの例を図 9に示す．図
で等高線の高さが論文の数を意味する．ソートグラフ
の横軸は巻数で，右側の単語は，タイトルに出現した
単語である．この単語につけている一つ目の数字は，
その単語を含む論文の合計で，二つ目の数字はその単
語が多く出現している巻数の平均を示す．二つ目の数
字は厳密には，発表される巻の平均値と最頻値と中央
値の平均である．この値の小さいものから順に上から
表示している．システムは等高線グラフを描きやすい
csv形式のファイルを出力する．ユーザはそのファイル
から Excelを使って簡単に等高線グラフを描くことが
できる．等高線の高いところを見ることで，どの巻で
どの単語を含む論文が多かったかがわかる．昔は「意

味」「名詞」といった文法的な研究が多かったが，最
近は「学習」「検索」「抽出」という処理的な研究が
多いことがわかる．ソートグラフでは文献 [4]を参考に
して等高線表示を利用している．

8 おわりに

本稿では，われわれが開発した簡易テキストマイニ
ングシステム Simpleminer について紹介した．一般的
なテキストマイニングシステム [1]が持つ，単語の頻度
分析，クロス分析が可能である．そのうえ，情報抽出
表とソートグラフと呼ぶ，他のシステムにない新規な
技術を利用した分析も可能である．
具体例として自然言語処理学会の論文書誌情報を対

象にテキストマイニングを行った結果を示したが，本
システムを利用することでもっと多くの学会動向を簡
便に調べることができる．また，本システムは，動向
調査のみならず，自由記述のアンケートデータの分析
にも利用できる．
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